
大塚　茂吉
 

私
が
大
塚
さ
ん
の
テ

ラ
コ
ッ
タ
作
品
を
拝
見

し
た
の
は
、
彼
が
一
九

九
九
年
に
イ
タ
リ
ア
で

の
陶
芸
制
作
に
、
一
応

の
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
て
、

帰
国
し
同
じ
テ
ラ
コ
ッ

タ
作
家
の
ア
ル
ド
・
ロ

ン
テ
ィ
ー
ニ
さ
ん
と
、

草
月
美
術
館
（
東
京
）

で
の
展
覧
会
が
最
初
で

し
た
。

 

大
塚
さ
ん
の
作
品
か

ら
受
け
た
印
象
は
非
常

に
強
い
も
の
で
、
人
間

の
も
つ
美
へ
の
憧
れ
を

こ
の
よ
う
な
形
で
創
り

出
す
作
家
は
、
山
梨
は

疎
か
東
京
と
い
え
ど
も

出
会
う
こ
と
は
非
常
に

少
な
い
と
思
い
ま
す
。

 

彼
の
作
品
に
は
人
間

の
内
面
に
あ
る
美
へ
の

限
り
無
い
追
及
の
中
で
、

不
必
要
な
も
の
が
削
ぎ

落
と
さ
れ
、
非
日
常
的

と
も
い
え
る
。
フ
ォ
ル

ム
の
中
に
彫
刻
の
も
つ
、

す
る
ど
い
稜
線
と
、
テ

ラ
コ
ッ
タ
の
温
雅
な
色

調
や
質
感
が
観
る
人
の

心
に
感
動
や
癒
し
と

な
っ
て
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。

 

彼
が
日
頃
大
切
に
し

て
い
る
言
葉
に
、
「
内

な
る
微
笑
み
」
が
あ
り

ま
す
。
今
後
発
表
さ
れ

て
い
く
テ
ラ
コ
ッ
タ
作

品
は
、
未
来
に
向
け
て

限
り
な
く
微
笑
み
続
け

る
も
の
と
信
じ
て
い
ま

す
。

 

大
塚
茂
吉
さ
ん
は
今

春
、
四
月
十
九
日
よ
り

五
月
七
日
迄
、
長
坂
町

に
あ
る
峠
の
画
廊
『
歩

ら
り
里
』
に
於
い
て
個

展
を
開
催
致
し
ま
す
。

 

こ
の
時
季
は
、
清
春

美
術
館
を
含
め
て
周
辺

は
桜
の
満
開
の
時
で
あ

り
、
多
く
の
人
々
に
美

し
い
自
然
と
共
に
、
大

塚
茂
吉
・
テ
ラ
コ
ッ
タ

展
を
楽
し
ん
で
頂
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

執
筆
者
　
仁
科
　
義
民

イタリア・ファエンツァ市
　　　　世界遺産にて個展開催

大
塚
茂
吉
さ
ん
の
作
品

　大月市七保町在住のテラコッタ作家、大塚茂吉さんが、2011年12月7日から5日間、イタリアの陶芸の町

ファエンツァ市にある、ユネスコ世界遺産に認定された「ファエンツァ国際陶芸美術館MIC」にて個展を

開催しました。
　初日の12月7日は、「Sorriso　Interiore　("内なる微笑み")」と題して、大塚さんの作品を中心に、

音楽家、舞踏家、役者とともにイベントが行われ、400人以上の客員数で大盛況でした。その様子は、地

元メディアでも数社によって取り上げられ、一躍ファエンツァ市の時の人となりました。
　大塚さんは、1994年から1999年の5年間ファエンツァ市に在住し、陶芸、特にテラコッタの造形を学び、

独自の世界を切り開いて活動してきました。1999年秋から大月を拠点にして制作をしていますが、再び、

2006年からは毎年３カ月ファエンツァ市で制作と発表を続け、その間、その真撃で精力的な活動に対して

ファエンツァ市より感謝状も授与されました。又、イタリア各地でも個展を開催しています。
　今回の展示でも、テラコッタ特有の暖かく明るい光と深淵な微笑みを持った女性像や、神秘を感じさせ

る猫の像は、多くのイタリア人の共感を得ました。
　この混沌とした時代に、新たなる希望を作品に込めて、ここ大月から世界へと発信し続ける大塚さんに、

エールを送ろうではありませんか。
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